
『北方シネマ』は、映画上
映を用いた大学教育のため
の実践を目的に、2017 年
4 月に設立した日本初の大
学内映画館です。北九州
市立大学本館の大講義室
で毎月 1 回、さまざまなド
キュメンタリー映画を上映
しています。
『北方シネマ - On Line -』
は、2020 年の新型コロナ
ウイルスの流行に伴い、大
学講義室での上映ができな
くなってしまったために、
インターネット上に整備さ
れたオンデマンド映画館で
す。北方シネマ名物の、映
画監督や出演者を交えたア
フタートークもオンライン
で配信する予定です。
　『北方シネマ』の理念に
基づき、大学での学びの
副教材として活用するため
に、製作・配給会社より貴
重な映像を期間限定の学
割価格でご提供いただいて
おります。アンケートや講
義レポートを通じて、映画
を観て考えたこと学んだこ
とのフィードバックが条件
となります。さらに特別に、
大学での学びやドキュメン
タリー映画に興味がある、
知的好奇心が旺盛な一般
の方々も同じ条件でご覧に
なれます。

『北方シネマ - On Line -』
によって、これまで以上に
多くの方々に、新たな学び
の機会を提供できれば何よ
りも幸いです。

北方シネマ運営委員会

https://kcinema.apa-apa.net/online/
こちらのサイトから鑑賞することができます

① 配信作品の「視聴する」ボタンを押すと、動画共有サイト
Vimeo のアカウント登録の画面が出ます。すでにアカウントをお持
ちの方はそのままログインしてください。初めての方は、E メールア
ドレス・Google アカウント・Facebook アカウントで登録すること
ができます。「北方シネマ - On Line -」では、登録無料の「Basic
プラン」で映画を観ることができます。E メールアドレスで登録す
る場合は、お名前・メールアドレス・任意のパスワードを記入して、
登録ボタンを押してください。
② 登録・ログイン後、「お支払い情報を入力」というウィンドウが
開きますので、支払方法・国名を選択・入力してください。必要
情報を入力し、「¥〇〇〇でレンタル」ボタンを押すと、すぐに再生
が可能になります。

※Vimeo は 現 在、ク レ ジ ット カ ー ド (Visa、Mastercard、
American Express)、PayPal に対応しており、日本円でお支払でき
ます｡
※Vimeo のアカウントには、登録無料の「Basic プラン」の他に、
Plus・Pro・Business・Premium の４つの有料プランがあるので
ご注意ください。

北九州市小倉南区北方 4-2-1 ◇ 北九州市立大学 北方シネマ 竹川研究室 ◇ [phone] 080-6458-1184 ( 応対 水曜を除く平日 11:00-17:00) ◇ [email] kitagata.cinema@gmail.com



配
信
期
間
：
５
/1 ～

 ６
/3０
 

配
信
期
間
：
6/1 ～

 7/31
配
信
期
間
：
4/1 ～

 5/31

¥500
＋

アフタートーク

¥400
＋

アフタートーク

¥400

¥300

北九州市小倉南区北方 4-2-1 ◇ 北九州市立大学 北方シネマ 竹川研究室 ◇ [phone] 080-6458-1184 ( 応対 水曜を除く平日 11:00-17:00) ◇ [email] kitagata.cinema@gmail.com

チヌリクラン～黒潮の民ヤミ族の船～ アラヨの歌

文化記録映画　春画と日本人 浅草酉の市～今に生きる江戸の民俗～

　台湾の東南海岸沖にある蘭嶼には、ヤミ（タオ）
族が暮らしている。この島では代々「チヌリクラン」
という手漕ぎの１０人乗りの船が造られてきた。世界
で一番美しいといわれる伝統のトビウオ漁船だ。祖
先はこの船でフィリピンのバタン諸島からやってきた
と伝えられている。
　島のイモロド村で２７年ぶりにチヌリクランが造ら
れることになった。その船材の伐り出しから、船体づ
くり、伝統模様の彫刻をほどこすまで丹念に追い、
さらに続く進水式の儀礼と処女航海、そしてトビウオ
の初漁までを一年にわたって記録した。映画は、チヌ
リクランにからむ人間ドラマから、蘭嶼の現状が見え
てくる。
（2006 年 /93分 /HD/カラー /16:9）

　毎年蘭嶼に、トビウオの季節がやってくると、そ
れを追ってアラヨ（シイラ）が回遊してくる。アラヨ
は「神様の魚」と信じられている。漁解禁の朝、シ
イラ捕り名人シャプン・マカラシュ (６８) は、手作り
の小舟で一人沖に漕ぎ出て伝統のシイラ漁にとりか
かった。まず活餌のトビウオを捕まえ、舟を漕ぎな
がら、「アラヨよ、さあ寄ってきてこの釣り針にかかっ
ておくれ、そしたらお礼にこの若い雄鶏をあげよう」
と歌いかける。するとアラヨが海面に飛び上がった。
水揚げした後、初漁のシイラは伝統にのっとって丁
寧に捌かれ、着飾った妻に厳かに迎えられ、誇らし
気に漁師の家の干し棚に飾られる。老漁師の語りの
みで伝える詩情あふれる短編。
（2006 年 /17分 /HD/カラー /16:9）

　日本人は「春画」を知らない̶
「世界が、先に驚いた。」 あの春画展の驚きの内幕を描
くドキュメンタリー
　２１万人が押し寄せ、美術界の大事件となった永青
文庫「春画展」（２０１５年９月開幕）。国内外の貴重
作約１２０点が一堂に会するはじめての試みだったが、
開催までの道のりは平坦ではなかった。国内の公私立
博物館２０館あまりに開催の打診が断られ、摩訶不思
議な逆風が吹く。海外で絶大に評価されている春画
が、なぜ日本ではすんなりと展示できないのか。本物
の展示にかける人々が直面した知られざる苦労から、
「春画」を世間から隠そうとする日本社会の《忖度》
構造が浮かび上がる。
(2018 年 /84分）

　「酉の市」は下町浅草の鷲神社の祭礼で、江戸時
代から歳末を彩る年中行事として庶民に親しまれて
きた。熊手職人、緑起物の熊手を巡る売り手と買い
手のかけひき等、今に生きる江戸の民俗を紹介。文
化人類学者と映像作家の共同で作成した。
（1992 年制作／1986 年撮影／35分／カラー／4:3）

バナーラス～生と死の巡礼都市～ 「精霊の山ハヤマ」より三森山のモリ供養

¥400

　三千年前、悠久の流れガンジス川のほとりに開け
たインド最大の宗教都市バナーラス。ここには、誕
生の喜びから死の悲しみまで人間のあらゆる喜怒哀
楽を受容し、人々に夢と希望を与え、死と苦しみか
ら救ってくれる再生装置、癒しの仕組みが至る所に
ある。数ある沐浴場の一つアッスィー・ガートを中心
に、生老病死のあらゆる節目で繰り広げられる祈り
と暮らしを記録。死期を悟った者が最期の時を過ご
す〈解脱の館〉や、超俗的な生活を送る修行者たち、
巡礼者とそれを相手にする商売人など、様々な人間
模様が展開する。劇場初公開作品。
（1995年/36分/ビデオ/カラー/レターボックス16:9）

　東北には、人々の集落のほど近いところに、ハヤ
マ（端山・羽山・葉山）やモリの山と呼ばれる小さ
な山がある。日本では古来、目に見えないものとの
つながりを大事にする伝統があり、ハヤマは山の神、
山の精霊、祖霊の住処とされ、その信仰は今も息づ
いている。人も自然の精霊たちも死者もすべてのも
のが共に生きるという「ハヤマ」「モリの山」の思想
は日本人の死生観、生命観の根幹を形作っている。
日本人の心の原風景や生命観を、「三森山のモリ供
養」を通して考察する。
（2007年 /44 分 /カラー /16:9）
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